
取組概要

大学等名 鈴鹿医療科学大学

教育プログラム名 鈴鹿医療科学大学データサイエンス（リテラシー）教育プログラム

申請レベル リテラシーレベル

申請年度 令和 ６ 年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

データサイエンス（リテラシー）教育プログラム

【ディプロマポリシー】保健・医療・福祉専門領域の最先端の進歩の状況を把握し、数理・データサイエンスを活用できる。

【プログラムの履修者】全学部・全学科の1年生全員(全学必修科目)
【プログラムの学修成果】

１．データサイエンス・AIを日常の生活・仕事等の場で使いこなす
ための基礎的素養を身につけ、統計データを活用する方法を
体験する。

２．表計算ソフト（Excel）を使用して、実データを統計分析し、
グラフなどの可視化技術によりデータの意味を理解する。

【プログラムの修了要件】全学必修科目「医療人底力実践Ⅲ（データ
サイエンス）」を修得すること

【教育内容】以下のリテラシーレベルモデルカリキュラムを実施

【授業の履修方法】本学のeラーニングシステム
（learningBOX)の授業フォルダで管理しているオンデマ
ンドの授業（1単位）で、各授業回で6本のYouTube動画
（8回×6本=48本）を視聴して学習し、各授業回の理解
度テスト（小テスト）に回答し、レポートを提出する。

オリジナル短時間
動画（48本）

内容理解度テスト（8回）
Excel演習レポート（3回）

eラーニングシステムでオンデマンドで学習し、個別
学習により、習得率を向上させる。

情報リテラシー（1年全学必修科目、前期1単位）ワープ
ロ、表計算、電子メール、Web検索、インターネット、
プレゼンソフトなどをコンピュータ演習を含め学習

1年全学必修科目

医療人底力実践Ⅲ（データサイエンス）
(秋期1単位）データサイエンスの基礎を学習

医療人底力実践Ⅳ（発展プログラム）
(後期1単位)グループワークにて知識を定着

導入 (4回の授業)
１．社会における
データ・AI利活用

1-1. 社会で起きている変化、1-2. 社会で活用
されているデータ、1-3. データ・AIの活用領
域、1-4. データ・AI利活用のための技術、
1-5. データ・AI利活用の現場、1-6. データ・
AI利活用の最新動向

基礎(3回の授業)
2. データリテラシー

2-1. データを読む、2-2. データを説明する、
2-3. データを扱う

心得(1回の授業)
3. データ・AI利活用
における留意事項

3-1. データ・AIを扱う上での留意事項、
3-2. データを守る上での留意事項

選択(他の授業科目)
４．オプション
☆プログラムの修了
要件にはしていない

4-1. 統計および数理基礎、4-2. アルゴリズム
基礎、4-3. データ構造とプログラミング基礎、
4-4. 時系列データ解析などは、他の多数の授
業で実施
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引用：鈴鹿医療科学大学 大学案内 医療・福祉の総合大学「医療人底力教育」 p.3

本学では、データサイエンス教育を基礎教育で全学部で必修とし、全学科混成でチームを組み、問題発見から解決に
至る過程や方法をアクティブラーニングで学習しながら、データサイエンスの活用を身につけます。

学内にある[鈴鹿ロボ
ケアセンター」で実習


